
サ
ー
イ
ラ
ハ
イ
イ
ラ
ハ
イ
ノ
．

生
田
神
社
境
内
に
並
ん
だ

若
も
の
た
ち
の
日
曜
市
の
お
店

顎

蜘珊ｌｉｃ，患

モテ･ モテ･ クラフト市
がひらかれています

暇

闇

ﾕ，鍋鯉＄ｅ剛ﾘｵ⑧

毎
月
第
４
日
曜
日
、
生
田
神
社
の

森
に
何
や
ら
お
も
し
ろ
い
（
ご
め
ん

／
、
）
人
達
が
、
い
っ
ぱ
い
荷
物
を
か

か
え
て
集
ま
っ
て
来
る
と
の
情
報
あ

り
。
ナ
ニ
？
ナ
ニ
？
っ
て
わ
け
で
あ

り
ま
し
て
…
。
日
曜
市
な
の
で
す
。

赤
い
ト
リ
イ
の
奥
に
茂
る
緑
の
森
、

そ
こ
に
市
が
た
つ
の
で
す
。
の
ぼ
り

が
風
に
は
た
め
い
て
、
何
が
何
で
も

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
き
た
い
で
す
ね
。

釦
数
軒
、
い
え
如
軒
か
な
、
お
店

が
並
び
ま
す
。
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
、

パ
ン
プ
キ
ン
・
パ
イ
、
花
屋
、
あ
し

た
の
箱
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
…
…
エ
ト
セ

ト
ラ
、
エ
ト
セ
ト
ラ
。
神
戸
、
大
阪
、

京
都
、
い
ろ
ん
な
所
の
若
者
が
、
手

作
り
の
品
物
を
持
ち
寄
っ
て
「
皆
さ

ん
、
見
て
下
さ
い
。
気
に
入
っ
た
も

の
買
っ
て
い
っ
て
下
さ
い
。
」
と
い

う
わ
け
で
す
。
こ
の
市
で
何
か
に
め

ぐ
り
合
い
、
何
か
を
見
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
と
い
う
願
い
を
持
っ

て
。
加
月
の
第
３
日
曜
妬
日
に
は
、

大
丸
前
の
オ
ア
シ
ス
ロ
ー
ド
で
も
開

き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
・
コ
ン
サ
ー

ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
。
倉
敷
か
ら

「
ゲ
ス
ト
な
ん
で
す
。
」
と
や
っ
て

来
た
国
。
ｚ
君
の
指
輪
。
奈
良
、
東

京
で
活
躍
し
て
い
る
尾
国
画
閥
韓
国
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
虫
本
君
は
陶
器
や

ガ
ラ
ス
瓶
の
向
こ
う
か
ら
「
神
戸
の

皆
さ
ん
、
ヨ
ロ
シ
ク
。
」
キ
ョ
コ
ち
ゃ

ん
ヤ
ス
コ
ち
ゃ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
て

お
ば
さ
ん
が
縫
っ
て
く
れ
た
エ
プ
ロ

ン
の
あ
る
パ
ン
プ
キ
ン
・
パ
イ
。
楽

し
い
の
で
す
。
「
わ
あ
、
こ
れ
か
わ

い
い
ね
ェ
・
」
と
サ
ク
ラ
の
い
る
お

店
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

初
回
は
雨
が
降
っ
て
悲
し
か
っ
た

け
ど
、
凄
い
意
気
込
み
で
頑
張
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ロ
ッ
ク
や
寸
劇
も

上
演
。
夜
店
や
お
祭
り
が
シ
ョ
ン
ポ

リ
な
っ
て
来
た
近
頃
、
私
達
の
心
に

眠
っ
て
い
た
郷
愁
に
呼
び
か
け
る
市

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
も
手
を

引
い
て
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
て
は
？

雨
天
の
場
合
は
、
次
週
日
曜
に
、

冬
が
来
て
も
ガ
ン
バ
ル
と
の
こ
と
で

す
。

理

#1鱗

gqi圏鴬
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しらみのいち風鴬

●
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

大
学
祭
の
日
程
特
集

☆
関
西
学
院
大
学
ｕ
／
２
１
ｕ
／
５

〃
関
学
祭
“

☆
甲
南
大
学
、
／
ｍ
ｌ
ｎ
／
超

前
夜
祭
に
始
ま
り
、
文
化
祭
、
体
育

祭
、
音
楽
祭
、
演
劇
祭
、
後
夜
祭
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

☆
甲
南
女
子
大
学
ｕ
／
３
１
，
／
５

ク
ラ
ブ
発
表
、
中
夜
祭
、
バ
ザ
ー
、

映
両
、
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

☆
神
戸
大
学
ｕ
／
妬
・
妬

〃
、
月
祭
″

☆
神
戸
女
学
院
大
学
、
／
４

〃
こ
の
日
だ
け
″

お
祭
り
的
な
楽
し
い
一
日
。

☆
神
戸
外
大
ｕ
／
妬
ｌ
ｕ
／
喝

●
し
ら
み
の
い
ち
、
ま
た
ま
た
登
場

訓
の
市
が
、
開
か
れ
ま
す
。
持
ち

寄
り
形
式
に
よ
る
古
本
・
古
着
・
古
道

場
所
。
六
甲
台
マ
ン
シ
ョ
ン
前

（
神
大
管
理
地
内
占
拠
）

主
催
・
イ
ベ
ン
ト
「
ガ
ラ
ク
タ
の
複

合
と
対
立
」

●
コ
ン
サ
ー
ト
情
報

☆
鋪
２
回
”
エ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
・

コ
ン
サ
ー
ト

ｎ
月
醒
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ
５
一
ｍ
よ

り
三
宮
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

に
て
。
出
淡
者
に
は
、
ジ
ュ
ン
ャ
、

ピ
エ
ニ
ク
レ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

☆
安
田
南
コ
ン
サ
ー
ト

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
安
田
南
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。

主
催
は
グ
ル
ー
プ
ｍ
ｌ
”

ｎ
月
過
日
（
日
）
Ｐ
Ｍ
５
醗
伽
よ
り

神
戸
ヤ
マ
ハ
５
Ｆ
ホ
ー
ル
で
。

前
売
券
７
０
０
円
、
当
日
券
８
０
０

ｑ
。

具
市
。
あ
な
た
も
な
ん
だ
か
ん
だ
持

っ
て
行
っ
て
み
て
は
。
．
お
も
し
ろ
い

も
の
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。
価
格
交

換
な
ど
は
、
持
ち
寄
っ
た
人
と
パ
イ

●
●
●
●
●

ヤ
ー
と
が
お
だ
や
か
に
交
渉
し
て
決

定
す
る
ん
で
す
っ
て
。

日
時
・
廻
月
第
１
日
曜
日
通
・
帥

よ
り
（
雨
天
順
延
）

幾つかの作品を持って編集室に現われたすみ子サン、微笑を絶やさず、あっ
たかい心が伝わってくるような楽しいお話を聞かせてくれました。生活の息抜
きに、と始めたサントアピルの彫金教室で１年余勉強するうちに‐だんだん熱
が入ってきてそこに舞い込んできたチャンスに飛びのったそうです。これが
くオズ・マジシャン・カンパニー＞（スタイルビル４Ｆ・ブティック）に作品を
置く事になった真相。「シックな大人のムードからヤング向きに作品のイメー
ジが移ってきているの」〈オズ> のお店の雰囲気も大切にしたいし、蒲い年令層
の事も意識するしで自分の持ち味と商品のギャップをうずめていく所に苦労が
あるそうです。ｒ趣味と仕事が半々でやれればいいんだけど｡ 」とプロのハート
がチラとのぞきます。街を歩きまわったり、とにかく何からでもイメージを拾
い、素材の面でも勉強しているとか。
何かＰＲは？「オズは楽しいお店ですから。どんどんのぞいてって下さい。
男の子大歓迎です｡ 」あれっ？お店のコマーシャル？「お店のＰＲが私のＰ
Ｒになるんですもの｡ 」だって。オーダーもＯＫ。『お客さまと一緒にＨＯＴで
薬しいおしゃべりをしながら‘‘二人のオリジナル”を作りましょう｡ 」って言
ってました。

1３３

連
絡
先
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
Ｓ
ｍ
）
、
陰
ｌ
呂
麗

磯
本
治
昭
方

●
レ
ッ
ッ
・
ハ
イ
ク

の
じ
ぎ
く
た
ず
ね
て
歩
く
の
で
す

兵
庫
県
花
の
、
の
じ
ぎ
く
大
群
落
を

保
存
会
の
方
々
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。

山
陽
電
車
大
塩
駅
前
集
合
。

Ａ
コ
ー
ス
．
、
／
５
（
日
）
加
時
、

大
塩
駅
ｌ
の
じ
ぎ
く
保
存
園
ｌ
馬
坂

峠
Ｉ
日
笠
山
ｌ
曽
根
駅
解
散
８
伽
。

Ｂ
コ
ー
ス
・
皿
／
９
（
日
）
皿
時

大
塩
駅
Ｉ
の
じ
ぎ
く
保
存
園
ｌ
的
形

Ｉ
的
形
北
部
台
地
ｌ
木
庭
山
’
八
家

駅
解
散
廻
伽
、
会
費
無
料
。

も
う
一
つ
、
源
平
の
古
戦
場
、
須

磨
周
辺
を
た
ず
ね
ま
す
。
須
磨
寺
境

内
集
合
（
山
陽
須
磨
寺
駅
北
５
分
）

、
／
哩
（
日
）
９
罪
鋤
コ
ー
ス
は
、

須
磨
寺
ｌ
多
井
畑
厄
神
１
鉢
伏
山
’

一
の
谷
ｌ
安
徳
常
内
裡
跡
ｌ
須
磨
寺

鴫
酔
的
解
散
加
伽
会
費
ぢ
っ
円
。
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☆
〃
タ
イ
ム
・
シ
ョ
ッ
ク
〃
を

よ
ろ
し
く

九
月
二
十
九
Ｒ
、
灘
区
高
徳

町
に
〃
タ
イ
ム
・
シ
ョ
ッ
ク
〃

な
る
お
も
し
ろ
い
ド
リ
ン
ク
・

ス
ナ
ッ
ク
が
オ
ー
プ
ン
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
Ｆ
を
利
用

し
た
レ
ン
ガ
造
り
の
設
計
で
、

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
軽
や
か
な

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
音
色
が
楽
し

め
る
若
さ
あ
ふ
れ
る
愉
快
な
お

店
。
午
前
九
時
１
午
後
四
時
ま

で
が
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
六
時
か

ら
午
前
二
時
ま
で
ド
リ
ン
ク
タ

イ
ム
。
お
暇
な
時
に
一
度
足
を

運
ん
で
み
て
は
？

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
八
二
一
’
○
一
一
○

☆
ヌ
ベ
ー
ル
三
度
目
の
秋

九
月
十
八
日
、
十
九
口
の
両

日
、
ヌ
ベ
ー
ル
（
新
谷
明
子
・

京
子
）
が
三
周
年
を
迎
え
、
升

酒
で
賑
や
か
に
誕
生
日
の
夕
べ

を
開
い
た
。

☆
心
こ
も
っ
た
ひ
と
と
き
を

農
業
会
館
向
い
ラ
テ
ン
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
４
Ｆ
の
〃
え
い
こ
〃

が
ｎ
月
６
日
で
２
周
年
を
迎
え

る
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
お
客
さ
ま
に
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
い
と
の
事
。

☆
ク
ラ
ブ
Ｓ
十
月
末
オ
ー
プ
ン

十
月
末
に
生
田
新
道
の
ク
ラ

ブ
Ｓ
が
、
元
の
新
世
紀
西
に
、

地
下
一
階
地
上
四
階
の
ビ
ル
を

完
成
。
地
下
は
パ
プ
ス
タ
イ
ル

の
店
、
一
階
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
二

階
・
三
階
は
豪
華
な
ク
ラ
ブ
と

左
り
、
マ
マ
の
福
島
里
子
さ
ん

は
大
は
り
き
り
だ
。

☆
シ
ー
ザ
ー
号
の
出
発

生
田
神
社
の
両
門
に
あ
る
、

伊
藤
ビ
ル
地
下
に
こ
の
夏
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
ス
ナ
ッ
ク
シ

ー
ザ
ー
」
を
ご
存
知
？

そ
の
名
の
通
り
ヨ
ッ
ト
好
き

の
松
下
正
治
さ
ん
（
認
）
が
、

シ
ー
ザ
ー
号
に
ち
を
ん
で
つ
け

た
名
。
店
内
も
、
ヨ
ッ
ト
キ
ャ

ピ
ン
の
よ
う
左
ス
タ
イ
ル
で
、

船
フ
ァ
ン
に
は
嬉
し
い
店
。

若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
ま

り
場
だ
が
、
十
二
時
か
ら
ギ
タ

ー
が
入
り
三
時
迄
遊
べ
る
。
こ

の
頃
か
ら
若
い
ア
ベ
ッ
ク
が
多

く
な
る
と
か
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
で
気
楽
に
唄
え
る
の
も
魅
力

と
ん
か
つ
食
べ
て
頑
張
る

』
フ
Ｏそ

ろ
そ
ろ
揚
げ
た
て
の
フ

ラ
イ
の
恋
し
く
な
る
季
節
。

・
九
町
一
番
街
と
ん
か
つ
一
番

の
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
舌
ざ
わ

り
も
ま
た
恋
し
・

定
食
（
ブ
タ
カ
ッ
・
エ
ビ

う
粋
な
二
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

を
開
い
た
。

Ｈ
頃
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
で
弾
き

語
り
の
堀
さ
ん
も
、
こ
の
日
は

奥
田
章
三
ひ
き
い
る
バ
ン
ド
演

奏
で
唄
い
ま
く
り
、
マ
マ
の
中

谷
衣
里
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
し
た

小
さ
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
演
じ
る
な
ど
趣
好
を
こ

ら
し
て
の
楽
し
い
夜
だ
っ
た
。

☆
堀
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

き
い
て
２
周
年

ト
ア
ロ
ー
ド
の
サ
ン
ト
ノ
ー

レ
が
、
十
月
十
七
ｎ
午
後
六
時

よ
り
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ば
ら
の
間
で
約
二
五
○
人
近
い

人
々
を
集
め
て
、
堀
郁
子
さ
ん

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聞
い
て
、
踊

っ
て
、
飲
ん
で
、
食
べ
て
と
い

’
3４

ぴっと･ いん

会

イ堀さんとママの中谷さんを囲んでのパーティ

サラリーマンに人気のある味

ビ
ー
ル
（
二
五
○
円
）
ス
ー

プ
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
も
で
き
る
。

「
ク
ラ
プ
ガ
ー
デ
ニ
ア
」
の
姉

妹
店
で
も
あ
る
。
回
三
三
一
’

一
四
二
九

鋤
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

若さにあふれるシーザーの店内

カ
ツ
）
五
五
○
円
、
ロ
ー
ル

カ
ッ
八
○
○
円
、
吹
き
寄
せ

一
○
○
○
円
、
チ
ー
ズ
カ
ッ

七
○
○
円
。

あ
っ
た
か
い
赤
だ
し
ふ
う

ふ
う
吹
き
な
が
ら
揚
げ
た
て

の
と
ん
か
つ
食
べ
る
と
、
秋

は
も
う
最
高
／
、

あ
な
た
に
も
ぜ
ひ
お
す
す

め
し
ま
す
。

と
ん
か
つ
一
番

元
町
一
番
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
三
一
’
○
七
五
五
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神戸市生田区北長狭ﾗ 瞳２丁目１４

Ｐｈｏｎｅ３３１－９００５

秋の宵をサヴオィの
カクテルーフウンジで／
☆お店のなか? で魁ァ･ ずう' 1 イァがい＞ぱい。

神ノガの紙題はI ; ' ：リ' １ｆから生よれます。
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ス
イ
ス
で
１
７
９
１
年
か
ら
：
…
．

l皿ﾛ･PEiiiiFml

美
し
い
時
卦
即
ぜ
っ

永久に正確な時を刻むジラ→ﾚ ・
ペルゴ莞香り高い芸術の気品
をしのばせるデ: ザうｲ ﾝ 6 世界に誇る
スイス時計の逸品で: する

１３Ｇ

元町店･ 元町三丁目・r E L 3 3 I - l 7 9 8
三宮店･ さんちかファンシー･ タウンT E L 3 3 I - 8 7 9 8
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ヘテルンリは
ノルホタエオ

☆
プ
ペ
ス
タ
ジ
オ
登
場
／
、

〃
こ
ん
に
ち
は
、
こ
ち
ら
は

三
愛
の
プ
ペ
ス
タ
ジ
オ
で
す
″

と
楽
し
く
流
れ
て
く
る
デ
ィ
ス

ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
。
ｎ
月
７
日
、
三
愛
三
階
の

お
人
形
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
テ
ー

ブ
ル
・
小
物
な
ど
夢
が
い
っ
ぱ

い
の
プ
ペ
コ
ー
ナ
ー
に
誕
生
し

た
こ
の
ス
タ
ジ
オ
。
か
わ
い
い

女
の
子
が
毎
日
交
替
で
、
廻
時

１
４
時
、
４
時
１
７
時
の
二
回

ペ
チ
ャ
ペ
チ
ャ
お
し
ゃ
べ
り
し

て
、
楽
し
い
音
楽
を
三
愛
に
流

し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
加
月
７
日
１
，
日
の

四
日
間
に
は
、
〃
第
五
回
フ
リ
ー

フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
〃
が
催
さ
れ
、

目
玉
商
品
に
ヤ
ン
グ
が
い
っ
ぱ

い
。
毎
日
、
先
着
三
○
○
名
の

人
に
と
っ
て
も
素
晴
し
い
プ
レ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

神戸百店会
だより

’
3７

か
わ
い
い
☆
若
い
人
に
も
毛
皮
を

そ
、
廻
時
去
る
９
月
塑
日
・
兜
日
の
両

時
の
二
回
日
、
国
際
会
館
１
Ｆ
ペ
ニ
ー
毛

｝
や
く
り
し
皮
店
で
池
ｌ
沌
パ
リ
モ
ー
ド
毛

一
三
愛
に
流
皮
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
が
開

か
れ
ま
し
た
。
第
一
部
ポ
ッ
プ

１
，
日
の
第
二
部
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
に
分
け

一
回
フ
リ
ー
ら
れ
、
オ
セ
ロ
ッ
ト
、
あ
ざ
ら

か
催
さ
れ
、
し
、
ミ
ン
ク
、
ブ
ロ
ー
ド
テ
ー

ル
、
モ
ン
キ
ー
…
…
と
続
々
登

蕊
一
黙
溌
撫

１
ル
が
ブ
ー
ム
と
か
。
気
取
っ

診
が
い
つ
ぱ
た
毛
皮
の
感
覚
を
ヤ
ン
グ
に
も

一
○
○
名
の
と
お
っ
し
ゃ
る
ベ
ニ
ー
毛
皮
店

や
し
い
プ
レ
で
、
あ
な
た
も
一
度
ご
ら
ん
に

み行ナペたれがゼ
てつ１コ。ま贈ン
はてへ１フ ･ しら卜

・
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
今
、
店
舗
新
築
中
の
元
町
イ
ク
シ
マ

ヤ
が
、
十
一
月
十
五
日
に
竣
工
す
る
予

定
で
す
。
一
階
は
従
来
通
り
ハ
ン
ド
バ

ッ
グ
と
陶
器
、
二
階
は
美
術
工
芸
品
関

係
の
展
示
催
し
会
場
と
な
る
と
の
こ
と

待
撞
に
待
た
れ
た
イ
ク
シ
マ
ヤ
の
改
装

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
で
す
。

☆
元
町
の
和
菓
子
の
店
・
二
つ
茶
屋
で

秋
に
し
か
な
い
蒸
栗
羊
か
ん
が
店
頭
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
本
四
○
○
円

で
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
お
昼
過

ぎ
に
は
、
ほ
と
”
ど
売
れ
て
し
茨
い
蓑

す
。
鐙
そ
ら
く
十
一
月
中
旬
位
ま
で
絃

あ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
栗
が

あ
る
ま
で
の
蒸
楽
羊
か
ん
、
あ
な
た
も

早
め
に
ど
う
ぞ
。

☆
大
丸
前
の
服
部
メ
ガ
ネ
店
に
、
十
一

月
十
日
前
後
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ
オ

ー
ル
や
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ゼ
ル
ゲ
の

手
作
り
の
珍
ら
し
い
メ
ガ
ネ
が
入
り
ま

ｉ
す
。

★
元
町
通
三
丁
目
の
ゴ
ル
フ
用
品
・
バ

ッ
グ
ｃ
鞄
の
お
店
。
タ
カ
ハ
シ
に
は
、

高
級
ゴ
ル
フ
用
品
が
い
っ
ぱ
い
。
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
で
す
。
素
敵
な
ク
ラ
ブ
で
ど

ん
ど
ん
打
っ
て
下
さ
い
。
シ
ョ
ウ
ウ
ィ

ン
ド
ー
に
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
ゴ
ル
フ

用
品
が
あ
っ
て
と
て
も
か
わ
い
い
の
で

す
。☆

元
町
の
シ
ョ
ー
ル
の
店
オ
カ
ダ
に
は

新
し
い
商
品
が
い
っ
ぱ
い
。
ヤ
ン
グ
の

好
き
そ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
三
角
ス
ト
ー

ル
・
４
５
０
０
円
。
す
っ
き
り
し
た
稿

柄
手
編
み
ス
ト
ー
ル
２
８
０
０
円
ｅ
ｔ

ｃ
や
、
ジ
ャ
ン
パ
ト
ー
な
ど
の
海
外
の

ス
カ
ー
フ
が
数
多
く
揃
っ
て
い
茨
す
。

ま
た
、
ナ
イ
ロ
ン
、
絹
リ
ボ
ン
、
カ
シ

ミ
ア
の
シ
ョ
ー
ル
は
、
若
い
方
に
も
中

年
の
方
に
も
。
お
し
ゃ
れ
な
シ
ョ
ー
ル

を
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
／

☆
お
菓
子
の
コ
ト
ブ
キ
三
宮
店
が
十
月

八
日
’
十
月
三
十
一
日
堂
で
、
味
の
秋

蓑
つ
り
を
催
し
ま
し
た
。
三
回
目
の
味

祭
を
迎
え
て
、
抽
選
で
二
○
○
○
名
の

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ミ
ニ
サ
イ

ク
ル
・
パ
ッ
ク
・
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
の
は
誰
？

い
り
■
９
１
５灘

、
☆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

雪
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

皿
却
屋
上
で
光
る
灯
台
の
あ
か
り

鍛
鍛
榊
帥
毒
唖
諦
楠
唯
一
窄
傘
蝿
札

非
”
テ
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い

唾
咋
集
い
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
フ
哩
／
ｕ
ｌ
躯
は
バ
イ
キ
ン
グ
。

岨
／
Ⅳ
は
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
や
テ

レ
ビ
劇
の
あ
る
チ
ビ
ッ
コ
ク
リ

両
ス
マ
ス
。
廻
／
躯
１
羽
は
ホ
ワ

毛
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
。
皿
／
配
は

毛
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ
Ⅶ
。
型
／

開
型
は
う
た
と
バ
ン
ド
の
ク
リ
ス

プ
マ
ス
イ
ブ
。
も
う
心
こ
こ
に
あ

け
ら
ず
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
し

ら
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
全
国

－
の
一
流
ホ
テ
ル
が
提
携
し
て
い

登
る
〃
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ホ
テ
ル

の
グ
ル
ー
プ
″
に
加
盟
し
て
い
る

会
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
は
、
旅
行
先

も
各
地
ホ
テ
ル
の
御
相
談
に
も
応

あ
じ
て
く
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と ペニー毛皮店ファッションショウフレンドショップに

加盟しています

簿醸蕊鎧：季雰苫騨諭霞ご蹴霊. 酔二

蕊鍵

|鍵

： 臼け里
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樹
彦
氏
の
主
宰
す
る
「
青
玄
」

の
同
人
で
も
あ
る
。
ま
た
村
野

四
郎
氏
に
師
事
し
、
詩
人
と
し

て
も
活
躍
中
で
、
西
洋
詩
の
表

現
を
俳
句
に
取
り
入
れ
、
し
か

も
定
型
の
持
つ
リ
ズ
ム
を
生
か

し
た
伊
丹
さ
ん
の
作
風
は
明
快

で
カ
ラ
フ
ル
と
定
評
が
あ
り
、

若
い
屑
に
も
次
第
に
根
を
広
げ

つ
つ
あ
る
。

著
書
と
し
て
句
集
「
メ
キ
シ

コ
貝
」
（
昭
和
関
十
年
刊
）
、
詩

集
「
通
過
儀
礼
」
（
昭
和
四
十

五
年
刊
）
が
あ
る
。

現
代
俳
句
協
会
、
日
本
詩
人

会
の
各
会
員
。

☆
兵
庫
県
写
真
作
家
協
会

ア
ニ
ュ
ア
ル
創
刊

こ
の
九
月
一
日
に
、
兵
庫
県

写
真
作
家
協
会
の
手
に
よ
っ

て
、
百
ペ
ー
ジ
を
こ
す
ぶ
厚
い

年
鑑
が
創
刊
さ
れ
た
。

三
年
程
前
か
ら
こ
う
し
た
機

運
が
生
ま
れ
、
展
覧
会
と
共
に

写
真
作
家
協
会
の
二
本
の
柱
と

な
る
と
の
こ
と
。

★
神
戸
の

〃
太
陽
と
緑
の
道
″
開
通

神
戸
市
が
今
年
の
初
め
か
ら

整
備
を
進
め
て
い
た
自
然
歩
道

〃
太
陽
と
緑
の
道
″
が
十
月
十

日
体
育
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
の
〃
太
陽
と
緑
の
道
″
は

北
神
の
道
場
を
起
点
と
し
て
、

北
神
・
西
神
地
区
を
通
り
、
須

磨
浦
公
園
に
至
る
九
二
キ
ロ
の

自
然
歩
道
で
、
全
部
を
一
四
の

区
間
に
分
け
、
コ
ー
ス
に
は
社

寺
仏
閣
、
池
、
沼
、
山
、
川
、

田
園
風
景
な
ど
、
市
街
地
で
は

と
っ
く
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

美
し
い
自
然
が
そ
の
ま
ま
と
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
神
戸
市
民

背
の
高
い
人
が
背
の
低
い
人
よ
り
偉

い
の
で
し
ょ
う
か
？

太
っ
た
人
が
や
せ
て
い
る
人
よ
り
俊
秀

な
の
で
し
ょ
う
か
？

顔
の
美
し
い
人
、
ス
タ
イ
ル
の
い
い

人
が
そ
う
で
な
い
人
よ
り
値
う
ち
の
あ

る
人
た
ち
で
し
ょ
う
か
？

ち
え
の
め
ぐ
り
の
弱
い
人
が
、
頭
の

い
い
人
よ
り
人
と
し
て
劣
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

背
の
高
さ
や
目
方
や
、
顔
か
た
ち
の

美
醜
で
人
間
の
値
う
ち
が
左
右
さ
れ
る

の
で
は
な
い
こ
と
は
み
な
承
知
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

同
じ
よ
う
に
、
知
能
が
高
い
か
ら
低

い
か
ら
と
い
っ
て
人
間
の
値
う
ち
は
ど

の
よ
う
に
か
わ
る
の
で
し
ょ
う
。
実
は

ち
っ
と
も
か
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
占
う
か
。

世
の
中
に
は
、
背
の
高
い
人
も
低
い

人
も
、
目
方
の
重
い
人
も
軽
い
人
も
い

て
、
鼻
の
高
い
人
低
い
人
も
、
色
の
白

い
人
も
黒
い
人
も
居
て
、
近
視
の
人
も

遠
視
の
人
も
居
て
、
身
体
の
不
自
由
な

人
や
病
弱
な
人
も
健
康
な
人
も
居
て
、

そ
し
て
、
ち
え
の
働
き
の
す
る
ど
い
人

で
弱
い
人
も
居
て
、
そ
れ
で
社
会
を
形

づ
く
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
社
会
で
す
。
そ

の
存
在
の
意
義
、
人
間
の
価
値
に
お
い

て
は
全
く
平
等
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

干苅水源地

の
貴
重
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
今
後
の
利
用
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ス
は
①
道
場
コ
ー
ス
②

道
場
南
コ
ー
ス
③
北
神
戸
コ
ー

ス
④
大
沢
コ
ー
ス
⑤
石
峯
寺
コ

ー
ス
⑥
志
久
コ
ー
ス
⑦
山
田
コ

ー
ス
③
衝
原
コ
ー
ス
③
木
津
コ

ー
ス
⑩
寺
谷
コ
ー
ス
⑪
太
山
寺

コ
ー
ス
＠
名
谷
コ
ー
ス
⑬
多
井

の
畑
コ
ー
ス
⑭
須
磨
浦
コ
ー
ス

と
分
か
れ
て
お
り
、
子
供
も
大

人
も
老
人
も
自
分
の
体
力
に
合

わ
せ
た
コ
ー
ス
を
選
ん
で
手
軽

に
ハ
イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

☆
伊
丹
公
子
さ
ん
、
第
十
九
回

現
代
俳
句
協
会
賞
を
受
賞

尼
崎
市
在
住
の
俳
人
、
伊
丹

公
子
さ
ん
（
野
）
が
こ
の
ほ
ど
第

十
九
回
現
代
俳
句
協
会
賞
を
受

賞
し
、
十
月
二
十
二
日
、
大
阪

ミ
ヤ
コ
ホ
テ
ル
で
の
現
代
俳
句

全
国
大
会
で
の
席
上
で
受
賞
式

が
行
な
わ
れ
た
。

伊
丹
さ
ん
は
二
十
一
才
の
時

か
ら
俳
句
を
始
め
、
当
時
文
芸

サ
ー
ク
ル
で
知
り
合
っ
た
三
樹

彦
氏
と
結
婚
、
現
在
は
伊
丹
三

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
二
五
八

伊丹公子さん

’
3８

創刊号

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動
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に
頑
張
っ
て
い
る
。

も
う
一
軒
は
、
ロ
ッ
コ
ー
サ

リ
ー
（
神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通

四
丁
目
七
の
五
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
２

５
１
．
６
４
４
０
）
。
お
店
の

名
前
は
六
年
間
住
ん
で
い
た
六

叩
か
ら
取
っ
た
そ
う
で
、
一
年

前
に
こ
こ
に
移
っ
て
来
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
生
れ
の
Ｇ
Ｓ
コ
ラ

ナ
さ
ん
と
Ｊ
Ｓ
コ
ラ
ナ
さ
ん
兄

弟
の
経
営
す
る
こ
の
お
店
は
、

ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
ド
商
品
で
、

サ
リ
ー
の
他
、
服
地
、
ナ
イ
ロ

ン
ご
ざ
ま
で
あ
る
。

サ
リ
ー
は
千
円
位
か
ら
で
布

地
や
刺
し
ゅ
う
に
よ
っ
て
値
段

が
変
る
と
か
。
妬
イ
ン
チ
、
６

ヤ
ー
ル
の
布
を
い
か
に
か
っ
こ

よ
く
巻
く
か
は
、
あ
な
た
の
腕

次
第
。

☆
神
戸
に
上
方
芸
能
を
守
る

ど
め
き

〃
百
笑
会
″
誕
生

昨
今
や
や
も
す
れ
ば
忘
れ
ら

れ
が
ち
な
上
方
芸
能
の
本
来
の

〃
味
″
を
再
発
見
し
、
じ
っ
く

り
と
腰
を
す
え
て
育
て
て
行
こ

う
と
、
笑
福
亭
松
鶴
氏
（
上
方

落
語
協
会
会
長
）
を
は
じ
め
放

送
作
家
や
上
方
芸
能
界
、
愛
好

者
な
ど
の
協
力
で
、
こ
の
度
上

ど
め
．
念

方
芸
能
を
守
る
〃
行
笑
会
″
が

誕
生
し
た
。

神
戸
に
お
け
る
大
衆
芸
能
ゆ

か
り
の
地
、
兵
庫
区
柳
原
に
ミ

ニ
寄
席
「
柳
笑
亭
」
（
定
席
六

○
）
を
設
け
、
十
一
月
よ
り
こ

れ
を
開
席
、
今
後
は
こ
の
柳
笑

亭
を
上
方
落
語
を
中
心
と
し
た

上
方
芸
能
育
成
の
場
と
す
る
予

モハンス商会

掲
載
作
品
は
、
会
員
会
友
の

掲
載
希
望
作
品
と
、
一
般
の
公

募
作
品
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ

て
い
て
、
ま
た
協
会
史
が
「
光

跡
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

☆
サ
リ
！
を
着
て
み
て
は
？

神
戸
に
数
多
い
貿
易
商
社
、

そ
の
貿
易
商
の
な
か
に
、
サ
リ

ー
を
作
る
お
店
が
神
戸
市
役
所

前
に
二
軒
あ
る
。

色
彩
豊
か
な
布
地
を
店
内
に

集
め
て
、
ス
ー
ツ
、
シ
ャ
ツ
を

オ
ー
ダ
ー
し
て
い
る
モ
ハ
ン
ス

商
会
（
神
戸
市
葺
合
区
磯
上
通

八
丁
、
九
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
２
２
１

・
０
７
８
３
）
。
御
主
人
の
モ

ト
ワ
ニ
さ
ん
は
ボ
ン
ベ
イ
生
れ

で
戦
前
か
ら
日
本
で
貿
易
商
を

営
み
、
神
戸
に
来
て
一
年
半
。

家
族
門
人
で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
モ
ッ
ト
ー

1３９

サリ

笑福亭松鶴

劃ツ座

定
。な

お
こ
の
百
笑
会
結
成
を
記

念
し
て
、
十
一
月
四
日
（
土
）
、

午
後
一
時
半
と
六
時
半
の
二
回

に
わ
た
っ
て
兵
庫
県
民
小
劇
場

に
お
い
て
、
百
笑
寄
席
「
笑
福

亭
松
鶴
独
演
会
」
が
開
催
さ
れ

る
の
で
乞
御
期
待
／
、

入
場
料
八
八
○
円
。
お
問
合

せ
は
「
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
」
Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
三
九
一
’
○

五
一
川
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

☆
神
戸
市
民
協
議
会
主
催
の

グ
ッ
ド
ウ
イ
ル

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

神
戸
市
民
協
議
会
は
去
る
九

Ⅱ
三
日
（
日
）
諏
訪
山
公
園
下

の
兵
庫
県
歯
科
医
師
会
館
に
て

開
催
さ
れ
た
第
二
回
神
戸
市
民

会
議
が
成
功
し
た
の
を
記
念
し

て
、
左
記
の
通
り
本
年
末
に
グ

ッ
ド
ウ
ィ
ル
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
す
る
。
当
日
は
一
流

の
プ
ロ
の
バ
ン
ド
を
集
め
、
盛

大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
に
す
る
と
共

に
、
こ
れ
を
機
会
に
神
戸
に
お

け
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
と
、
来
年
度
の
第
三
回

神
戸
市
民
会
議
に
臨
む
べ
く
、

会
員
の
拡
大
を
は
か
る
と
実
行

委
員
一
同
張
切
っ
て
い
る
。

美
術

ガ
イ
ド

西三石☆久阪伊森☆山綿☆神第兵☆７３友★真神西第神北☆藤水現皆☆猪新パ第★南☆白★巨美★
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【
○
団
両
も
○
の
弓

日
時
十
二
月
九
日
（
土
）

午
後
六
時
’
九
時

場
所
ラ
ジ
オ
関
西
Ｃ
Ｒ
ホ

ー
ル
（
須
磨
海
浜
公
園
前
）

会
費
一
○
○
○
円

パ
ー
テ
ィ
ー
券
は
左
記
の
所

で
現
金
持
参
と
引
き
換
え
。

神
戸
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
過
階

神
戸
青
年
会
議
所
内
神
戸
市
民

協
議
会
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七

八
’
二
五
一
－
○
○
八
五
又

は
、
神
戸
っ
子
編
集
室
ま
で

☆
音
な
ら
な
ん
で
も

い
れ

録
音
ち
ゃ
う
よ
ノ
．

プ
レ
イ
す
る
音
楽
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
常
に
悩
み
の
た
れ
は
練

習
場
所
。
そ
ん
た
方
々
に
と
っ

て
は
待
望
の
関
西
で
初
め
て
の

貸
ス
タ
ジ
オ
が
グ
ラ
ン
ド
六
叩

ポ
ウ
ル
一
階
、
イ
ン
テ
リ
ア
・

イ
リ
フ
ネ
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

広
さ
約
三
十
平
方
腕
、
防
音

術
造
の
ス
タ
ジ
オ
内
に
は
ビ
ア

人
間
環
境
都
市
Ｉ
神
戸

神
戸
市
が
人
間
環
境
都
市

宣
言
を
行
な
っ
た
。

生
活
環
境
と
自
然
環
境
と

文
化
環
境
を
よ
り
よ
く
守
り

育
て
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

自
然
環
境
と
い
う
こ
と
で

は
確
か
に
空
気
の
汚
染
や
海

の
汚
染
は
現
代
の
都
市
病
と

で
も
思
え
る
ほ
ど
の
も
の
だ

花時計

灘蔦識識鐸蕊

霧蛎; 癖

4０

ノ
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト

さ
ら
に
ミ
キ
シ
ン
グ
ル
ー
ム
に

は
録
音
、
再
生
ミ
キ
シ
ン
グ
装

置
が
揃
え
ら
れ
、
演
奏
や
歌
の

レ
ッ
ス
ン
の
成
果
が
す
ぐ
に
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。

ス
タ
ジ
オ
と
ミ
キ
シ
ン
グ
の

レ
ン
タ
ル
料
金
は
一
時
間
、
平

日
午
前
中
千
州
百
円
、
午
後
二

千
四
百
円
、
夜
二
千
五
百
円
、

土
、
日
曜
日
は
特
別
料
金
に
た

る
。
詳
細
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
五
一
’

三
一
九
一

☆
お
作
法
教
室
へ
の
お
さ
そ
い

現
代
生
活
に
も
忘
れ
る
事
の

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
の
く
ら
し

の
知
恵
、
お
作
法
を
身
に
つ
け

る
事
の
で
き
る
「
心
の
お
し
や

明生ピル内の教室風景

も
う
こ
れ
以
上
の
破
壊
は

許
せ
な
い
。
青
い
空
と
青
い

海
、
山
の
緑
を
守
り
積
極
的

に
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。美

し
い
自
然
環
境
を
と
り

戻
す
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
生

活
環
境
に
直
接
に
結
び
つ
い

て
く
る
。

都
市
で
の
生
活
環
境
を
よ

く
す
る
と
い
う
の
は
何
の
こ

と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
た
、

無
限
に
巾
が
広
い
よ
う
だ
。

こ
の
な
か
に
、
福
祉
や
公

害
、
衛
生
の
問
題
が
含
ま
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
ひ
と
く
ち
に
生
活

☆
美
術
評
論
家
の
赤
根
和
生
さ
ん
は
、

ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
さ
れ
、
阪
大
神
経
科

へ
入
院
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
末

に
退
院
さ
れ
て
、
西
宮
の
自
宅
へ
も
ど

ら
れ
て
、
自
宅
静
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
所
は
、
西
宮
市
高
木
東
町
七
ノ
ー
九

電
話
〈
○
七
九
八
〉
六
五
－
○
六
二
四

☆
元
町
三
丁
目
の
美
田
時
計
店
の
美
田

真
治
社
長
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

束
極
楽
寺
で
、
十
月
十
一
日
御
葬
儀
が

と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
町
商
店
街
の

連
合
会
長
さ
ん
と
し
て
、
元
町
の
た
あ

に
つ
く
さ
れ
た
功
績
は
多
く
、
惜
し
ま

れ
る
ご
他
界
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

★
株
式
会
社
「
明
盛
」
の
取
締
役
社
長

藤
本
高
－
さ
ん
か
ら
、
九
月
十
五
日
よ

り
会
社
移
転
の
ご
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。
新
住
所
は
、
神
戸
市
葺
合
区
浜
辺

通
五
丁
目
二
ノ
ー
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
卯
Ｆ
回
（
○
七
八
）
二
五
一

’
四
八
二
（
代
）

★
マ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
を
主
宰
す
る
カ
メ

ラ
マ
ン
の
菊
池
満
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ル

ヵ
イ
デ
も
経
営
〉
さ
ん
が
、
十
月
十
日

よ
り
、
芦
屋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
カ

イ
デ
」
が
や
本
桔
的
リ
ト
ク
ラ
プ
常
設

画
廊
と
し
て
、
ま
た
株
式
会
社
エ
ル
マ

ノ
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
と

の
お
知
ら
せ
で
す
。
〈
芦
屋
市
楠
町
十

五
ノ
セ
霞
話
○
七
九
七
’
三
一
’
一
四

九
四
〉

☆
サ
ン
パ
プ
リ
シ
テ
ィ
（
大
阪
）
で
活

腿
中
だ
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
閑
野
欣
次

さ
ん
か
ら
、
㈱
ア
ド
プ
ロ
東
京
㈱
サ
ン

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
㈱
か
た
ち
工
房
の
三
社

が
統
合
し
て
ア
ド
プ
ロ
・
パ
プ
リ
シ
テ

ィ
と
し
て
や
ト
ー
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
で
き
る
体
制
に
ス
タ
ー
ト
。
代

表
取
締
役
芝
田
正
之
・
専
務
取
締
役
閑

野
欣
次
、
常
務
取
締
役
下
松
久
紘
さ
ん

と
な
り
ま
し
た
く
東
京
都
港
区
西
麻
布

一
丁
目
十
五
番
四
号
貧
○
三
（
四
○
二
）

一
二
一
七

☆
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
太
田
和
子
さ
ん
が
、

十
月
十
五
日
神
戸
製
鋼
の
松
田
さ
ん
と

結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
／

イリフネ・スタジオ

環
境
と
い
っ
て
し
ま
う
に
は

あ
ま
り
に
も
問
題
が
多
過
ぎ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ

が
。文

化
環
境
を
よ
く
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
永

い
間
、
渇
仰
し
て
市
民
が
待

ち
望
ん
で
い
た
も
の
だ
か
ら

そ
れ
こ
そ
積
極
的
に
推
進
さ

せ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
諏

訪
山
小
学
校
の
教
室
が
市
民

の
音
楽
や
美
術
の
練
習
場
と

し
て
開
放
さ
れ
た
と
き
く
。

賛
成
で
あ
る
。
応
急
の
借
髄

な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
速

効
性
の
あ
る
手
段
だ
。
〈
Ｙ
〉

れ
教
室
」
が
生
徒
を
募
集
し
て

い
る
。
紫
水
遠
州
流
家
元
の
西

田
祥
風
先
生
の
元
に
、
若
い
人

達
が
集
ま
っ
て
、
お
作
法
を
身

に
つ
け
る
の
に
懸
命
。
ナ
イ
ー

ブ
な
ど
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
と
い
う
あ
た
り
に
現
代

っ
子
に
人
気
の
あ
る
秘
密
が
あ

る
の
で
は
。

３
月
よ
り
開
か
れ
て
い
る
明

治
生
命
ビ
ル
教
室
の
他
、
サ
ン

ト
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
教
室
、
本

山
教
室
が
あ
り
、
ｎ
月
か
ら
奥

様
対
象
の
午
前
の
部
も
開
講
。
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ゆったりと落ち着いたスペースで
新しい“味，，をご賞味ください。
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1４１ 鰯, ､ 久手
神戸三宮生田ノ社ノ西

烏電話・三の宮（3 3 1 ）０９３５

異

おいしき力雰
口いつぱいに
ひろ力ぎる……

本場の味

’

霧
■三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 8 . 3 3 1 - 0 5 7 2

国新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

回平野店（平野市場内）
ＴＥＬ３６１－Ｏ８２１

園三宮センター街サンプラザピルＢ，
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3

、

〆！
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1

図
連
載
小
説

Ｅ
ｏ
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
、
幼
少
時
代
の
ほ
と
ん
ど
を
境
屋
海

岸
の
異
人
館
で
過
ご
し
た
。

彼
が
生
ま
れ
た
当
時
は
、
Ⅱ
本
の
海
運
界
は
、
ま
だ
一
人
立
ち

で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
七
つ
の
海
に
荊
臨
す
る
大
英
帝
国
か
ら

航
海
術
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
招
聡
し
て
大
型
船
の
操
作
を
ま
か

せ
、
ま
た
日
本
人
技
術
者
の
育
成
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
父
親
も
そ
の
一
人
と
し
て
招
か
れ
、
Ｈ
本
郵

船
の
船
長
と
し
て
航
海
に
明
け
て
く
れ
て
い
た
。

塩
屋
海
岸
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
に
つ
い
て
は
、
特
筆

す
る
ほ
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
。
た
ぶ
ん
律
義
者
の
子
だ
く
さ

ん
の
こ
と
わ
ざ
通
り
、
ユ
ニ
オ
ン
。
ジ
ャ
ッ
ク
の
雌
を
か
か
げ
る

異
人
館
物
語
〈
４
〉

ジ
エ
ー
ム
ス

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

、E -

L1NNJl
w1o、

（
哀
歌

『
Ｉ

あ
ら
す
じ
年
の
頃
五
十
歳
を
少
し
す
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
初
老
の
女
が
塩
屋
の
高
台

を
ゆ
っ
く
り
降
り
て
い
く
。
彼
女
、
中
井
ふ
さ
は
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
郷
里
の
潮
岬

村
を
出
、
英
国
系
カ
ナ
ダ
人
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
エ
ー
ム
ス
の
展
人
と
な
り
、
五
年
前
ジ
ェ

ー
ム
ス
が
逝
く
ま
で
彼
の
寵
愛
を
受
け
る
。
彼
に
ち
な
ん
で
名
ず
け
ら
れ
た
ジ
ェ
ー

ム
ス
山
の
中
腹
か
ら
塩
屋
の
海
を
眺
め
な
が
ら
、
彼
女
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
の
過
ぎ
し

日
の
出
来
事
に
思
い
を
は
せ
て
い
く
。

明
治
時
代
と
い
え
ば
多
く
の
異
国
人
が
神
戸
に
移
り
住
み
、
西
欧
文
明
を
背
に
し

て
活
躍
し
た
頃
だ
が
、
そ
の
中
に
異
国
の
丘
で
遊
び
た
わ
む
れ
る
若
き
日
の
Ｅ
・

Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
少
年
の
姿
も
あ
っ
た
。

海
賊
の
末
喬
も
、
勇
猛
果
敢
な
語
り
草
を
残
す
こ
と
な
く
、
勤
勉

な
サ
ラ
リ
ー
・
マ
ン
船
長
と
し
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
八
人
の
子
供
た
ち
に
つ
い
て
も
、
当
ア
ー

ネ
ス
ト
以
外
に
、
そ
の
名
を
現
在
に
ま
で
と
ど
め
て
い
る
男
は
見

あ
た
ら
な
い
。

一
人
、
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
だ
け
が
大
家
族
の
中
で
も
ま
た

Ｈ
本
の
悪
童
ど
も
と
浜
辺
を
こ
ろ
げ
ま
わ
り
な
が
ら
、
強
烈
な
個

性
と
彼
と
関
係
し
た
日
本
人
の
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
彼
独
特
の

金
銭
に
対
す
る
『
ガ
メ
ッ
サ
』
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る

エ
フ
。が

、
そ
の
肢
も
、
二
十
歳
に
な
る
と
同
時
に
、
塩
屋
の
邸
宅
か

１
４２

１
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ら
姿
を
梢
し
た
の
で
あ
患
．
鵬
治
四
十
三
年
春
ｌ
、
彼
が
こ
の

地
を
去
っ
た
理
由
は
、
英
国
人
な
ら
ば
だ
れ
し
も
従
わ
泡
ぱ
な
ら

ぬ
兵
役
の
義
務
に
つ
く
た
め
で
あ
っ
た
。

以
後
十
年
近
く
、
塩
屋
近
辺
に
住
む
外
国
人
の
間
で
老
キ
ャ
プ

テ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
大
勢
い
る
二
世
た
ち
の
う
わ
さ
が
話
題
に

左
る
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

折
し
も
、
大
正
三
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
、
当
事
国
の
民

で
あ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
の
兵
役
は
長
び
き
、
彼
が
持
前
の
旺
盛
な
生

活
力
を
発
揮
し
て
数
々
の
武
勲
を
た
て
た
と
い
う
便
り
だ
け
が
塩

屋
の
古
い
友
人
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
が
１
．

昭
和
四
年
、
す
で
に
神
戸
市
に
編
入
さ
れ
た
須
磨
か
ら
明
石
に

通
じ
る
街
道
の
拡
張
工
事
が
軌
道
に
の
り
、
海
岸
線
に
一
列
に
並

ぶ
異
人
館
以
外
の
家
屋
は
立
ち
の
き
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
左
っ

た
が
、
附
近
に
住
む
外
国
人
た
ち
も
、
道
路
拡
張
後
の
騒
音
な
ど

を
考
慮
に
入
れ
て
か
、
次
第
に
住
居
を
町
の
背
後
に
ひ
か
え
る
丘

陵
の
く
ぼ
み
あ
た
り
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と

し
て
、
塩
屋
の
里
は
、
海
と
山
の
オ
ゾ
ン
の
気
に
み
ち
た
、
温
和

で
美
し
い
風
物
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
夢
の
よ
う
に
住
み
よ
い
土
地
で

あ
っ
た
が
、
背
後
に
樹
木
の
と
ぼ
し
い
禿
山
同
然
の
丘
陵
が
か
ぶ

さ
っ
て
い
た
の
で
、
今
以
上
に
住
宅
を
増
や
す
こ
と
が
不
可
能
と

考
え
ら
れ
た
。
き
び
し
い
冬
の
時
代
に
象
徴
さ
れ
る
第
一
次
世
界

大
戦
は
、
大
正
八
年
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
を
も
っ
て
終
結

し
、
大
戦
の
痛
手
か
ら
立
ち
な
お
っ
た
塩
屋
の
外
国
人
た
ち
も
、

数
年
前
に
丘
陵
側
に
移
さ
れ
た
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
中
心
に

再
び
優
雅
な
社
交
生
活
を
楽
し
み
は
じ
め
て
い
た
。
そ
し
て
兵
役

を
終
え
日
本
に
戻
っ
て
き
た
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
息
子

た
ち
の
う
わ
さ
話
も
ち
ら
ほ
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
中
で
も
特
に
は
な
ば
た
し
い
の
が
、
か
つ
て
の
ア
ー
ネ
ス
ト

少
年
だ
っ
た
。

カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
集
ま
る
老
人
や
婦
人
た
ち
の
一
日
は

長
い
。
一
日
中
、
三
の
宮
あ
た
り
の
公
館
や
オ
フ
ィ
ス
で
仕
事
に

専
念
し
て
い
る
男
た
ち
が
、
塩
屋
の
里
か
ら
出
払
っ
て
い
っ
た
あ

と
、
三
、
三
、
五
、
五
ク
ラ
ブ
に
集
ま
り
、
老
人
た
ち
は
、
す
で

に
手
離
し
て
し
ま
っ
た
生
き
が
い
に
み
ち
た
か
っ
て
の
仕
事
の
話

ど
に
一
日
が
長
く
感
じ
ら
れ
た
。

コ
ロ
ー
ー
ァ
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
異
人
館
は
、
そ
れ
で
も
海
か
ら
の
風

が
よ
く
通
り
、
数
々
の
木
立
ち
を
抜
け
て
き
た
風
は
、
こ
の
建
物
の

窓
辺
に
た
ど
り
着
く
時
、
植
物
た
ち
の
冷
気
だ
け
を
巧
妙
に
吸
い

と
っ
て
く
る
の
か
、
不
思
議
に
心
持
よ
く
冷
え
て
い
る
の
だ
っ
た
。

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
戸
口
に
原
色
あ
ざ
や
か
な
縞
模

様
の
日
お
お
い
を
か
か
げ
た
広
間
の
奥
に
陣
ど
り
、
昨
日
も
そ
の

前
の
日
も
話
し
た
同
じ
話
を
繰
返
し
、
聞
き
手
と
同
様
に
、
話
し

て
い
る
本
人
も
深
い
倦
怠
の
ワ
ナ
に
堕
ち
込
ん
で
し
ま
う
。
が
、

や
が
て
誰
が
発
案
す
る
と
も
な
く
、
そ
の
日
も
ま
た
カ
ー
ド
遊
び

に
興
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
人
は
ブ
リ
ッ
ジ
が
好
き
だ
。
紅
茶
を
の
み
、
素
朴
な

ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
か
じ
り
な
が
ら
、
彼
等
は
何
時
間
も
こ
の
金
の

か
か
ら
ぬ
ト
ラ
ン
プ
遊
び
に
ふ
け
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
か
た
く
な
な
ま
で
の
保
守
性
を
も
っ
た
冬
の
長
い
国

の
民
が
、
長
い
灰
色
の
冬
の
時
を
、
浪
費
を
つ
つ
し
み
な
が
ら
、

身
の
内
に
燃
え
た
っ
て
く
る
も
の
を
手
軽
に
発
散
さ
せ
よ
う
と
し

て
見
つ
け
だ
し
た
唯
一
の
陰
微
な
遊
び
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。

さ
て
、
あ
る
暑
い
夏
の
午
後
、
ク
ラ
ブ
の
広
間
で
ブ
リ
ッ
ジ
の

卓
を
か
こ
む
隠
居
ど
も
の
前
に
、
見
な
れ
ぬ
英
国
人
が
立
ち
、
親

し
げ
に
声
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

「
御
気
嫌
い
か
が
で
す
か
？
ミ
ス
タ
・
リ
ネ
ル
・
…
：
」

リ
ネ
ル
と
呼
ば
れ
た
老
人
、
そ
れ
は
例
の
日
露
戦
争
の
賭
け
に

負
け
、
落
胆
し
た
男
で
あ
る
が
、
彼
は
い
ぶ
か
し
げ
な
顔
で
そ
ば

に
立
つ
同
国
人
を
見
上
げ
た
。

年
の
頃
は
四
十
歳
前
後
で
あ
ろ
う
か
、
若
者
の
よ
う
に
引
き
し

ま
っ
た
身
体
に
一
点
の
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
身
だ
し
な
み
、

そ
し
て
面
影
の
ど
こ
か
に
奇
妙
な
な
つ
か
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の

は
何
故
か
。

「
お
忘
れ
で
す
か
？
僕
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
ー
で
す
」

３
１
４
１

を
し
、
女
た
ち
は
過
ぎ
た
日
々
に
つ
か
の
間
の
出
合
い
を
楽
し
ん

だ
人
々
の
思
い
出
な
ど
を
繰
返
し
話
し
続
け
る
の
だ
。

そ
の
年
の
夏
は
特
に
暑
く
、
そ
の
た
め
か
、
う
ん
ざ
り
す
る
ぼ
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的
な
野
心
を
一
切
す
て
て
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ほ
ど
に
ひ
っ
そ
り
と
生

で
父
親
の
よ
う
に
し
た
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
リ
ネ
ル
老
人
に
し
て

も
壮
年
の
男
に
成
長
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ェ
ニ
ァ
の
一
人
、
ア

ー
ネ
ス
ト
に
久
し
ぶ
り
で
会
っ
て
嬉
し
く
な
い
は
ず
が
な
い
。

が
、
こ
の
避
遁
を
素
直
に
喜
べ
ず
当
惑
し
た
理
由
は
、
神
戸
の
ビ

ジ
ネ
ス
街
で
活
躍
す
る
若
い
同
国
人
と
の
交
わ
り
を
断
ち
、
塩
屋

で
隠
居
ぐ
ら
し
を
す
る
老
英
国
人
の
耳
に
も
、
兵
役
を
終
え
、
再

び
日
本
に
や
っ
て
き
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
商
会
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
さ
ま
っ
た
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
う
わ
さ
だ
け
は
、
い
ろ
い

ろ
と
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
わ
さ
は
、
良

い
悪
い
を
引
っ
く
る
め
て
、
一
人
の
け
た
は
ず
れ
に
成
功
し
、
巨

「
オ
・
ユ
ウ
、
ア
ー
ネ
ス
ト
ノ
．
」

リ
ネ
ル
氏
は
驚
き
と
喜
び
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
い
さ
さ
か

当
惑
し
た
。

リ
ネ
ル
氏
は
、
子
供
好
き
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
父
の
不
在
が

ち
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
家
庭
の
子
供
達
は
み
ん
な
リ
ネ
ル
氏
を
ま
る

万
の
富
を
そ
の
手
に
握
っ
た
同
国
人
に
ま
つ
わ
る
妬
み
、
僻
み
を

織
り
ま
ぜ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

で
あ
る
が
、
こ
の
東
洋
の
島
国
を
自
分
の
死
場
所
と
定
め
、
吐
俗

－
ド
も
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
は
、
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
キ
ャ
メ
ロ
ン
商
会
の

代
表
に
な
っ
て
か
ら
、
口
本
へ
の
商
会
の
兵
器
売
込
み
が
月
に
見

え
て
積
極
的
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
一
人
の
意
志
で
左
右
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
国
際
社
会
的
な
原
因
が
あ
る
に
は
あ
る
。
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
不
景
気
で
西
欧
の
兵
器
産
業
界
は
製
品
が
だ
ぶ
つ
き
、

そ
の
た
め
に
列
強
は
こ
ぞ
っ
て
東
洋
の
新
興
国
日
本
の
民
衆
と
政

界
に
近
く
世
界
戦
争
が
起
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
っ
た
危
機
意
識
も

植
え
つ
け
、
兵
器
を
売
込
も
う
と
や
つ
き
に
な
っ
て
い
た
。

妾
言
わ
り
、
ネ
ル
の
さ
っ
な
男
の
眉
を
ひ
そ
め
さ
せ
る
不
快
な
エ
ピ
ソ

hＪ

兵
器
を
売
込
も
う
と
や
つ
き
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
日
本
の
国
内
で
は
、
大
戦
後
の
不
景

気
、
恐
慌
が
労
働
者
の
階
級
闘
争
を
俄
烈
化
し
、

右
翼
思
想
は
こ
の
強
い
力
で
胎
動
す
る
民
衆
連
動

を
弾
圧
す
る
た
め
の
恰
好
の
武
器
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
日
本
の
政
治
は
、
大
戦
後
の
不
景
気
、
恐

慌
を
跳
躍
台
に
し
て
、
右
翼
思
想
の
旗
、
天
皇
を

神
と
し
国
体
と
す
る
軍
国
主
義
国
家
へ
と
の
め
り

込
ん
で
ゆ
こ
う
と
し
て
い
た
。

昭
和
二
年
、
山
東
出
兵
、
昭
和
三
年
、
張
作
森

爆
死
事
件
、
特
別
高
等
警
察
の
設
置
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
的
、
社
会
的
事
件
の
背
後
で
、
昭
和

六
年
の
満
州
事
変
勃
発
の
邪
悪
な
土
塊
が
、
日
本

の
国
内
に
着
々
と
蓄
積
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
勿
論
、
日
本
の
軍
部
は
、
軍
備
の

増
強
に
や
つ
き
と
な
り
、
彼
等
に
兵
器
を
売
込
む

死
の
商
人
た
ち
の
暗
躍
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
に
た

る
。
当
然
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
利
に
さ
と
い

従
来
の
才
能
を
十
二
分
に
生
か
し
、
ｎ
本
の
政
治

と
社
会
の
黒
い
流
れ
に
便
乗
し
て
稼
ぎ
ま
く
っ
た

’
4４
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
は
淡
路
島
を
一
緒
に
買
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
Ⅱ
本
の
役
人
連

ま
た
、
大
戦
後
の
不
景
気
か
ら
、
金
融
恐
慌
、
銀
行
の
取
付
さ
中
が
な
か
な
か
承
知
し
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
淡
路
島
も
一
緒

わ
ぎ
な
ど
を
起
し
た
こ
の
時
代
は
、
相
場
の
変
動
も
激
し
く
、
銀

行
や
商
社
な
ど
、
粁
並
み
に
倒
産
の
憂
き
目
を
見
た
の
で
あ
る
が

そ
の
中
で
一
部
の
相
場
師
だ
け
が
驚
く
ば
か
り
の
商
才
を
発
揮
し

て
大
利
益
を
得
た
の
で
あ
る
。

Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
も
、
そ
の
数
少
な
い
相
場
師
の
一
人

で
、
兵
器
売
込
み
で
も
う
け
た
金
の
大
部
分
を
投
機
に
注
ぎ
込

み
、
神
戸
人
士
が
呆
然
と
見
と
れ
て
い
る
間
諺
ほ
ん
の
二
、
三
年

の
間
に
当
時
で
い
う
百
万
長
者
に
の
し
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し

い
の
で
あ
る
。

う
わ
さ
に
聞
い
て
い
る
だ
け
の
Ｅ
ｏ
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
を
目
の

前
に
し
て
、
当
の
リ
ネ
ル
氏
は
な
つ
か
し
さ
と
、
や
は
り
一
沫
の

不
快
な
気
持
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
御
成
功
な
さ
っ
た
お
う
わ
さ
は
、
か
れ
が
ね
う
か
が
っ
て
い
た

の
で
す
が
．
：
…
」

「
い
や
、
お
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
ミ
ス
タ
ー
・
リ
ネ
ル
も
お

元
気
そ
う
で
な
に
よ
り
。
少
し
も
お
変
り
に
た
っ
て
い
な
い
…

・
・
・
」い

た
わ
り
深
く
い
う
男
の
顔
に
、
老
人
は
や
っ
と
か
っ
て
浜
辺

を
駆
け
ま
わ
っ
て
い
た
腕
白
ざ
か
り
の
ア
ー
ネ
ス
ト
少
年
の
面
影

を
み
た
と
思
っ
た
。
が
、
く
も
っ
た
ビ
イ
玉
の
よ
う
な
老
人
の
川

を
見
返
す
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
ま
な
ざ
し
は
、
決
し
て
老
人
が
期
待
し

た
ほ
ど
打
情
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
目
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
以
外

の
一
切
の
情
緒
を
拒
否
す
る
冷
徹
で
鋭
い
光
を
帯
び
て
い
た
。

「
こ
ち
ら
へ
は
御
商
用
で
こ
ら
れ
た
の
か
な
？
」

「
え
、
ま
。
…
．
．
」

「
で
は
、
ゆ
っ
く
り
も
で
き
ま
せ
ぬ
な
」

「
い
ふ
え
…
・
・
・
」

少
壮
実
業
家
、
い
や
大
胆
不
敵
な
相
場
師
は
、
不
尊
に
聞
こ
え

る
ほ
ど
に
高
い
笑
声
を
あ
げ
、
一
瞬
、
人
々
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
に
威

圧
さ
れ
た
よ
う
に
黙
り
込
ん
だ
。
と
、
そ
の
沈
黙
の
谷
間
に
無
造

作
に
踏
み
込
む
よ
う
に
、
彼
は
話
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。

「
僕
は
、
最
近
こ
の
塩
屋
の
山
を
買
い
取
っ
た
の
で
す
よ
。
本
当

だ
と
荷
が
重
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
で
、
ひ
と

ま
ず
こ
の
山
を
手
に
入
れ
て
、
こ
こ
を
立
派
な
宅
地
に
改
造
し
て

や
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、
剛
本
に
お
つ
そ
ろ
し

い
不
景
気
な
時
代
が
く
る
こ
と
間
違
い
な
し
、
商
売
も
投
機
も
、

危
く
て
手
が
つ
け
ら
れ
や
し
ま
せ
ん
、
そ
の
点
、
不
動
産
は
安
全

で
す
よ
、
日
本
に
永
住
す
る
な
ら
、
不
動
産
を
持
つ
に
限
り
ま
す

よ
。
こ
こ
を
宅
地
に
改
造
し
た
ら
、
こ
の
土
地
に
何
百
万
円
と
い

う
値
が
つ
く
ん
で
す
か
ら
ね
」

「
し
か
し
・
・
…
・
」

い
あ
わ
せ
た
同
国
人
た
ち
は
、
一
様
に
ク
ラ
ブ
の
窓
の
外
に
広

が
る
赤
土
と
巨
岩
が
露
出
し
た
荒
涼
た
る
山
肌
に
Ⅱ
を
や
っ
た
。

「
御
心
配
な
く
み
な
さ
ん
。
二
、
三
日
う
ち
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が

こ
の
山
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
大
き
な
岩
は
と
り
の
ぞ
き
、
山
の

頂
き
や
中
腹
を
平
ら
に
し
て
外
国
人
の
住
居
を
建
て
ま
す
。
赤
土

の
山
肌
に
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
が
成
長
し
、
こ
こ
ろ
よ
い
日
蔭
に
お
お
わ
れ
た
ら
、
小
鳥
た
ち

も
や
っ
て
き
て
こ
の
地
に
住
み
つ
く
で
し
ょ
う
。
僕
は
、
た
く
さ

ん
の
巣
箱
を
作
っ
て
彼
等
を
歓
迎
し
ま
す
」

言
葉
の
内
容
と
は
不
似
合
に
、
一
点
の
甘
さ
や
夢
の
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
ラ
イ
ク
な
い
い
方
で
ま
く
し
た
て
る
男
を
見
、
窓
外
に
広
が

る
禿
山
を
見
、
男
の
次
の
言
葉
を
待
ち
な
が
ら
、
人
々
は
驚
惜
の

声
を
言
葉
に
表
現
し
て
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

ヨ
ウ
・
ク
レ
イ
ジ
イ
ノ
．
（
気
違
い
奴
）
」

（
つ
づ
く
）

１
４５

１

☆
新
し
い
関
西
を
創
造
す
る
総
合
雑
誌

「
オ
ー
ル
関
西
」
ｎ
月
号

好
評
発
売
中

月
刊
オ
ー
ル
関
西
編
集
部

大
阪
市
北
区
梅
ケ
枝
町
帥
梅
新
束
ピ
ル
７
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
６
）
３
６
４
．
２
４
３
４
（
代
）
１
７
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三恵洋服店

元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

1４６

F ＡＬＬＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

＃亡…幾二

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田龍甲店

§錨

鵬縦員十瀞

履物の2 1 』下
古い惹舗に瀦卯セらズ
確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 2 5 6

潔
蕊
騨
蕊
職

元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

議霞紫蕊；蕊f繕

お
も
ち
ゃ
の
赤
ヌ
ヤ

三
宮
方
面
で
の
お
買
物
は
…

さ
ん
ち
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
側
４
０
４
５

三
宮
店
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
山
側
剛
４
９
６
９

元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
…

元
訂
店
元
可
通
３
丁
目
山
側
刑
０
０
９
０

パ
ン
ブ
ウ
店
元
町
画
－
丁
目
不
二
案
前
剛
０
７
６
８

蕊
》
鍵
韓
議
蕊

：
欝
霞

瀧
癖
溌
酔
鶏
織

鐘
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砿ｅｍｔｓｈｏｐ

５Ｚ閉園嗣
元町３T E L ( 3 2 1 ) 0 3 5 6

コンタクトレン
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ( 2 5 1 ) 8 1 6 1 . （2 3 1 ) 2 5 7 0

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

1４７

愚
薮
》

で
ん
わ
．
知
’
三
七
七
一

皿
’
○
六
三
五

弧
’
○
六
三
四

F ＡＬＬＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ
タクトレンズ

Ｍｒ･Ｋｅｎｔ
ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n I です

シックな

スコッチ風の店舗
それがFu n a k I y aです
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咽

底

安 福又四劃 3 商店鯉

蕊蕊灘欝

罵側

三宮・大丸北
トア・ロード
3 3 1 - 1 3 0 9 . 6 2 3 4

怖 典黒典案

お
す
ノ
レ

イ
ん
ぶ
ら

新発売
灘の生一本こ

特
涌

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
顕
師
”
池
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
瓢
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

エビスカッフ．‐ご
気軽るにｆ了こう／

…鑑識灘;'鶴篭鴬鴬議鴛儲鶏錆”

額

蕊

巽灘 1４８

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

営業時間
Ａ,Ｍ､11 . 3 0～Ｐ.Ｍ,９．００

末箔製

夢
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☆阪急芦屋川駅から芦屋川そいに南へ行くと左手に芦屋教会、ルナホール、芦
屋市民会館と文化的な建物が続く静かな風景、その国道二号線そいに出来た芦
屋川アーバンライフの地下には、しゃれたお店が揃って来て芦屋の新しい魅力
を作っているが、ｐｅｐｅｌｅｍｏｋｏ< ペペルモコ> もその一つ。デートリッヒと
ギャバンのｒ望郷」を想いだすけれど、明るいモダーンなくペペルモコ> は、小
林仁志さんと純子さんの満いご夫婦が芦屋のお店らしくファミリーなムードを
かもしだしている。
お客さんたちは、芦屋女子大、甲南大、関学などの女子学生が、お茶とケー
キでペチャクチャ。可愛い子ちゃん眺珍ながらサンドイッチモグモグのヤング
マン、そして芦屋夫人の子供連れ。とっても評判いいサンドイッチ〈サラダ、
コーヒ付> 3 0 0 円からや元町ケーキの味がグー。夜ともなれば二人でデートを楽
しむ人も多い。コーヒ（ﾕ 5 0 円）午前９：３０～午後９：３０迄

国道２号鍔

神戸の山手、加納町にフラメンコの店、プルーリポンがある。ドアをあける
と情熱的なカスタネットをかき鳴らす音が耳にとびこんでくる。ステージに目
を移せば、マスターのギター伴奏による、情熱的なフラメンコ舞踊。このフラ
メンコ舞踊が見られるのは、土咽日の夜、８：００．９：００．１０：００。
のみ物は、スペインのセリー酒（ワイン）が雷3 0 0 、軽食としてトルテージ
ャ（オムレツ）が霊3 5 0 など、いろいろある。
今年６月１日に1 5 周年をむかえたプルーリポンは、安心して気軽に行けるフ
ラメンコムードいっぱいの店。
営業時間ＰＭ６：００～ＰＭ１２：0 ０（第三日晒は休み）

『 可

t e a ＆ｃａｋｅｓｈｏｐ

Ｐｅｐｅｌｅｌｎｏｋｏ
芦屋川アーバンライフＢ１
Ｔｅ1 . 0 7 9 7 - 3 1 - 8 3 1 4

フラメンコの店

ブルーーリボン
加納町３丁目交差点西１丁上ル

ＴＥＬ２３１－６３７８

ＤＲＩＮＫＩＮＧ

｣

フラメンコギター教室
火咽・金唖・日咽の
ＰＭ３: 0 0 ～ＰＭ６：００
初心者歓迎

149 《ンライフ
川

至新神戸
’一

！,歴刷…
Ｌ一

に
宮

芦
屋

国鉄芦屋駅
一一一一一＝ ｲ ヨ

ルナ
ホール
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